








そんな同社は患者団体とのコミュニケーションと連携によって「患者にとっ

ての製品価値最大化」 「患者のリテラシ一 向上のための疾患啓発」「患者の

医療参画のアドボカシー （一人ひとりが問題について知り、 その解決のため

にできることを訴えること）活動支援」の3つを追求する。 最終的に目指す姿

は「一人ひとりが最適な治療を選択できる医療」の実現だ。

渉外調査部の山瀬博之グループマネジャ ーは「ヘルスケア産業のトップイノ

ベ ー タ ー として、 患者団体をはじめとするマルチステー クホルダ ー との協働

を通じて社会課題の解決に注力していきたい」と力を込める。

中外製薬が取り組む「患者団体との協働」

の詳細はこちら四
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すべての革新は患者さんのために
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※著作・制作　日本経済新聞社（2023年日経電子版広告特集）。
　記事・写真・イラストなど、すべてのコンテンツの無断複写・転載・公衆送信等を禁じます。

https://www.chugai-pharm.co.jp/profile/overview/patientcentricity/collaboration/



